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                             鈴鹿市立鈴西小学校 

学校教育目標 「仲間と関わり合いながら確かな学力と人権感覚を身に着け、たくましく生きる子の育成」 

■「確かな学力を身に着ける子」の育成を目指して 

第１号（４月１１日発行）でもお知らせしたところですが、鈴西小では、学校教育目
標にかかわるめざす子ども像の一つとして、「確かな学力を身に着ける子」を掲げ、仲
間と関わり合いながら粘り強く課題を解決していく子どもを育てようと教職員が統一感
をもって研修を重ねています。こうした子どもを育てるため「対話」及び「主体性」を
大切にした授業を展開しています。ここでは、「対話」及び「主体性」を大切にした授
業とはどのようなものか、４年生の算数をモデルに紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 

第５号 

めあては「九九を使えないわり算

の計算のしかたを考える。」です。 

① まず、授業の冒頭で、２４÷４や３０÷４など３年生までで学習

した「九九を使ってできる」わり算の解決方法について思い出し

ました。解決方法を黒板に書いておくことで、本時の問題におけ

る解決のヒントにできるようにしています。 

② 次に、８０÷４の解決方法について、考えていきます。まず、ど

うやったらできるのか、一人一人が考える時間を設けます。子ど

もたちは①の活動で思い出した3年生までの学習内容をヒント

にして解決方法を考えます。 

③ 自分で考えた解決方法について、周囲の仲間と考えを

交流します。 

 ここで子どもたちが、自分と違う解決方法を知って考えを

拡げたり、解決方法がわからない子が解決方法を知ったり

することができます。 

 授業で大切にしている場面の一つです。 

④―１ 自分で考えた解決方法について、周囲やグループだ

けでなく、クラス全体に伝えます。周囲との交流に加えて全

体交流をすることで、子どもたちの考えが、さらに広がり、

深まっていきます。 

 授業で大切にしている場面の一つです。 

④―２ ８０を 10の束８つと考え、4の段で8になる数を探していま

す。そして、４×「２」＝８となることから、10の束が 1人当たり２つに

なることがわかり、８０÷４の答えは「２０」となることを突き止めます。

写真の児童は、文章の説明に加え図を書くことにより 10の束2つ分

の20枚が一人分になることを説明することができています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今年も「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」頑張ってます。 

今年も「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の取組に全校で元気に取り組んでい
ます。特に高学年は、自分たちの記録だけでなく、1年生など低学年のお手伝いもしな
ければなりません。今回は６年生が自分たちの記録をより良くするとともに、１年生の
お世話をよりスムーズに進めるため、準備を頑張っている様子をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ クラスの仲間との交流によって、８０÷４の解決方法を学習した子どもたちは、学習

したことを基に「８００÷４」の問題の解決に挑戦します。この児童は、左のページに整理

して書いた「８０÷４」の解決方法をヒントにして、「８００÷４」の問題に取り組もうとして

います。 

ノートを丁寧に書くことで、次の問題の解決に向けた活動に取り組みやすくなってい

ることがわかります。 

 ここで子どもたちが、自分と違う解決方法を知って考えを拡げたり、解決方法がわから

ない子が解決方法を知ったりすることができます。 

 授業で大切にしている場面の一つです。 

８０÷４の解決方法をまとめ

たもの。 

８００÷４の解決に取り組ん

でいるところ。 
４年生の子どもたちは、た

だ、先生の話を受け身で聞い
て学習するのではなく、３年
生までに学習したことをヒン
トに、自分なりに解決方法を
考え、考えたことを仲間と交
流しながら理解を深めていっ
ています。 

 このような「対話」及び
「主体性」を大切にした授業
スタイルを継続発展させるこ
とにより、「確かな学力を身
に着ける子」を育てていきた
いと考えています。 

 それぞれのご家庭でも、子
どもたちが考えをもち、周囲
と交流できているか等につい
てお話してみてください。 

小さくてわかりにくいですが、１ｍごとに整然と並び、ボー

ルを投げる子に注目することができています。 

投げる子は、投げる前に「行きまーす」と声をかけ、周囲も

「はいっ」と反応できています。このことにより、全員がボー

ルの行方に集中し、安全で正しい記録ができる活動につな

がっています。 

行きまーす！ 

はーい 

仲間が前向きな気持ちになるよう、待機している仲間が声

掛けをしてくれています。 

い
け
る
よ
ー 

３０ｍめざせー 

６年生の子どもたちは、ボールが体にあたっ
てしまう等の事故防止や、１年生の投げるタイ
ミングがわかりやすくなるようにする等の観点
から、声掛けや返球の手順について細部に至る
まで確認することができていました。 

ここまでしなくても、調査は実行できるかも
しれません。しかし、様々な場面を想定して自
分たちなりにより良い進め方について考えるこ
とが、子どもたち同士の「対話」や他者意識の
向上につながります。そして行事を行うことに
よる子どもたちの成長につながると考えます。 

今後も、「行事をこなす」のではなく、子ど
もたちの成長へのつながりを意識して実施して
いきます。 


